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Ⅰ．は じ め に
北翔大学における服飾教育では，「アパレルCADⅠ・Ⅱ」，「ファッションコンピューター
グラフィックス」等の被服情報機器を使用した科目を展開している。これにより，学生は従来
の手作業の工程に加え，アパレルCAD等を使用したデジタルによる工程を学習することがで
きる。グラフィックデザイン，Web，映像，３Ｄアニメーション等の分野においては，ハー
ドウェアやソフトウェアの性能が大幅に向上し，その価格は逆に低下したため，教育機関や個
人レベルにおいても比較的導入が容易となった。日本においては，服飾デザイン，特にパター
ンメイキングにおいては，アパレルCADが主流となっているが，個人としては高額なシステ
ムであり，操作技術の習得にも多くの時間を要する。服飾デザインを学ぶ多くの学生のために，
アパレルCADを含むグラフィックデザインソフトの学習機会を提供し，授業時間外において
も使用可能な環境の構築が教育機関に求められる。以上のことを踏まえ，本研究では，導入と
操作技術の習得がアパレルCADより比較的容易なグラフィックデザインソフト，Adobe Illus-
trator（以下 Illustrator）を活用したアパレルCADの可能性を考察する。
Ⅱ．アパレルCADのシステム構成
アパレルCADは，服飾デザインに特化したCAD（Computer Aided Design）であり，日
本国内においては，東レ，旭化成，島精機製作所等の繊維，被服製造機器メーカーによって開
発されている。これらのメーカーは，アパレル仕様のCADをベースに独自の機能を付加して
いる。ソフトウェアの使用方法や機能にそれぞれ差はあるが，基本的なCADシステムは共通
しており，主に，１．パータンメイキング，２．グレーディング，３．マーキングの３つで構
成されている。パターンメイキングでは，ファッションデザイナーが制作したデザインをもと
に，パタンナーがその服を構成するパターン（型紙）をコンピューター上で作成する。アパレ
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ルCADにおいては，計測，合印，縫い代を容易に作成できるため，従来の手作業と比べ作業
時間の短縮が可能である。グレーディングでは，パターンメイキングによって作成されたパター
ンを拡大・縮小し，様々なサイズに展開する。標準となるパターンを用意すれば，コンピュー
ターが寸法計算処理を行い，従来のハンドグレーディングより短時間でのグレーディングが可
能となった。マーキングでは，アパレルCADと連動した自動裁断機（CAM）を使って生地
にパターンを割当し，裁断する際に使用する。複数のパーツの最も効率的で無駄のない生地の
使用方法を計算する。柄によって異なる生地を使用する際にも有用である。
アパレルCAD は全体的な作業工程の効率化に大きなメリットがあるが，依然として高額な
ソフトウェアであり，学生個人による購入は難しいのが現状である。大学に導入されている機
材は，授業時間外の利用や設置場所等にも制約があるため，その学習時間も限定されている。
また，アパレルCADはパターンメイキングという服飾に限られた専門的な使用となるため，３
Ｄや映像ソフト等と比較するとその種類は少ない。主に企業や生産工場の現場で使用されるこ
とが多く，個人としての所有率は低いと考えられる。それ故に，学生が独学するための参考と
なる専門書籍は少なく，大学や専門学校以外での学習機会も少ない。この問題点を改善すべく
着目したのが，Illustrator をアパレルCADの代用とした IPMというシステムである。
Ⅲ．IPMとは
IPM（Illustrator Pattern Making System）
とは，グラフィックデザインソフトとして世界
的に使用されているAdobe社製ソフト，Illustra-
tor とパターン作成に必要な機能を付加させた
システムである。Illustrator には機能拡張を可
能にするプラグイン（plugin）という概念が
ある。プラグインソフトを開発して Illustrator
に付属することにより，これまでに無い新たな
機能を追加することができる。このプラグイン
ソフトをパターン作成用に開発し，Illustrator をアパレルCADの代用とすることが IPMの目
的である。
Illustrator を使用することには幾つかの理由がある。第一にその操作性があげられる。Illus-
trator は，グラフィックデザインソフトとして世界的に普及しており，デザイン業界のスタン
ダードとなっている。１９８７年に誕生してから現在までに１４回のバージョンアップを繰り返して
おり，新機能の追加や機能改善が行われている。直感的な使い易さを考慮したインターフェイ
スや各種ツールの完成度は高く，基本操作を習得するにはさほど時間を要しない。そのため，
ユーザーはソフトの操作に集中することよりも，本来の目的であるデザイン作成に専念するこ
図１ Adobe Illustrator の初期画面
１８４ 浅井：インテリア・アパレルCADに関する基礎研究（その３）
とができる。特に直線やベジエ曲線を描くために使用されるペンツールには定評があり，あら
ゆる図形を短時間に描くことが可能である。また，その高い普及率は，Illustrator に関する参
考書やデザイン集等の豊富な書籍数にも現れており，独自による学習が十分可能であると言え
る。
第二に，Illustrator の広範囲な使用用途がある。アパレルCADは，服飾デザインにおける
パターン作成に使用目的が限定されてしまうが，Illustratorでは，グラフィックデザイン，Web，
映像，３Ｄ，アニメーション，イラストレーションとその使用用途が幅広い。そのため，一度
習得した Illustrator の操作技術の応用が可能となる。これはデザイナーやパタンナーを志す学
生にとっては大きなプラスとなる。
第三に，Illustrator の価格設定にある。教育機関と所属する教員，学生にはアカデミック価
格が存在し，幾つかの条件があるものの，店頭標準価格の半額以下という低価格で購入できる。
また，コンピューターとその周辺機の高性能化と低価格化が進んだため，ノート型パソコンに
インストールし，自宅や移動先など，作業場所を選ばないモバイル化も，学習環境の構築に大
きく貢献すると考えられる。
Ⅴ．IPMの構成
IPMを製品化し，実際に販売を行っているベビーユニバース社を例に，IPMの構成を紹介
する。同社は，主にアパレル向けのシステムやソフトウェアの開発を行っており，Illustrator
プラグインである“CADCOMPO”もこれに含まれる。このプラグインでは，アパレルCAD
の機能追加を可能とする“BPTPro２”というソフトウェアと，アパレルCAD専用のファイ
ル形式であるDXF形式と Illustrator 専用のファイル形式であるAI 形式のファイル相互換を
可能とした“EXDXFPro２”
により構成される。BPTPro
２においては，これまでイラ
ストレーターで不可能であっ
た，曲線の計測をプラグイン
独自の「半径／直径ツール」
により可能にし，また，パ
ターン作成には欠かせない寸
法線をあらゆるオブジェクト
やセグメントに対しての表示
も可能とした。また，「図面
枠ツール」を活用すること
で，部品解説表が組み込まれ
図３ EXDXF-Pro2によるDXF
形式ファイルの書き出
し画面
図２ BPT-PRO2によりIllus-
trator 内のツールバー
が拡張された様子
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た図面枠も作成可能となった。他にもパターン作成に特化した便利な機能がツールとして提供
されたことで，Illustrator においてアパレルCADとほぼ同等の機能が使用可能である。Illus-
trator を代用した場合，ファイルの互換性が問題となるが，EXDXFPro２により，この問題
は解決されると考える。また Illustrator やアパレルCADを持ち合わせていないクライアント
と視覚的にパターンやデザインを共有する際には，Illustrator の豊富なファイル書き出し機能
により，異なるプラットフォームにおいも展開できる PDFや JPEG形式のファイルを作成可
能である。
Ⅵ．お わ り に
アパレルCADの代用として，IPMによる教育方法の開発は可能と考える。その低い導入コ
ストや Illustrator の応用範囲の広さは，大学や専門学校の設備充実度の向上や服飾以外のデザ
イン教育などにおいても，メリットが大きいと予測される。ノートパソコンと IPMによるモ
バイル化が実現可能となった時，教室に限定されない新しい利用方法も考えられる。自宅や移
動先での作業が可能となり，学生は作品に対しての制作時間をこれまでより増やすことができ
る。しかしながら，コストパフォーマンスが高くなったのは確かであるが，利用する立場の学
生にとっては，依然高額であるために初期準備のための負担は避けられない。また，指導者が
アパレルCADと Illustrator の両方の知識と技術を持ち合わせていることが条件となるため，
教育方法の開発には更なる検討が必要である。
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